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１ 部活動地域移行の概要 

（１）これまでの国の対応の流れ 
 

 

〇平成３０年３月（文部科学省） 
 「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 

 

〇令和２年９月（文部科学省） 
 「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」 

 

〇令和４年６月（スポーツ庁） 
 「運動部活動の地域移行に関する検討会議の提言」 

 

〇令和４年８月（文化庁） 
 「文化部活動の地域移行に関する検討会議の提言」 

 

〇令和４年１２月（スポーツ庁・文化庁） 
 「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的な 

ガイドライン」 
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１ 部活動地域移行の概要 

（２）部活動の意義と課題 

 

意義 
 

〇生徒のスポーツ・文化芸術等に親しむ機会を確保。 

自主的・主体的な参加による活動を通じ、責任感・連帯感 

を涵養、自主性の育成にも寄与。 

 

〇人間性の構築、自己肯定感の向上、問題行動の抑制。 

 信頼感・一体感の醸成。 
 

 

（スポーツ庁「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言の概要」、文化庁「文化部活動の地域移行に関する検討会議提言の概要」より） 
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１ 部活動地域移行の概要 

（２）部活動の意義と課題 
 

課題 

 
〇近年、持続可能性という面で厳しさを増しており、中学校
生徒数の減少が加速化するなど深刻な少子化が進行。 

 

〇競技経験のない教師が指導せざるを得なかったり、休日  
も含めた運動部活動の指導が求められたりするなど、教師
にとって大きな業務負担。 

 
〇地域では、スポーツ団体・文化芸術団体や指導者等と学校
との連携・協働が十分ではない。 

 
（スポーツ庁「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言の概要」、文化庁「文化部活動の地域移行に関する検討会議提言の概要」より） 
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１ 部活動地域移行の概要 

（３）目指す姿（運動部活動・文化部活動） 
 
〇少子化の中でも将来にわたり我が国の子どもたちがスポーツ・文化芸術に継続し
て親しむことができる機会を確保。このことは、学校の働き方改革を推進し、学
校教育の質も向上。 
 

〇スポーツは、自発的な参画を通して「楽しさ」「喜び」を感じることが本質。自
己実現、活力ある社会と絆の強い社会創り。部活動の意義の継承・発展、新しい
価値の創出。 
 

〇文化芸術は、豊かな人間性を涵養し、創造力と感性を育む等、人間が人間らしく
生きる糧となるものであり、地域移行を契機に生徒や保護者等が地域の文化芸術
活動に参加し、地域における文化芸術の発展を主体的に形成、さらには地域社会
を豊かにすることにつながる。 

 
〇地域の持続可能で多様なスポーツ環境・文化芸術等に親しむ環境を一体的に整備
し、子供たちの多様な体験機会を確保。 

 
（スポーツ庁「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言の概要」、文化庁「文化部活動の地域移行に関する検討会議提言の概要」より） 
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１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 
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１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 

 

〇「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」及

び「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」

を統合した上で全面的に改定。これにより、学校部活動の

適正な運営や効率的・効果的な活動の在り方とともに、新

たな地域クラブ活動を整備するために必要な対応につい

て、国の考え方を提示。 
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１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 
 

 Ⅰ 学校部活動 

〇教師の部活動への関与について、法令等に基づき業務改善や勤務 

管理 

 

〇部活動指導員や外部指導者を確保 

 

〇心身の健康管理・事故防止の徹底、体罰・ハラスメントの根絶の徹

底 

 

〇週当たり２日以上の休養日の設定（平日１日、週末１日） 
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１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 
 

 Ⅱ 新たな地域クラブ活動 

〇地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実 

〇地域スポーツ文化振興担当部署や学校担当部署、関係団体、学校等の  

関係者を含めた協議会などの体制の整備 

〇指導者資格等による質の高い指導者の確保と、都道府県等による人材  

バンクの整備、意欲ある教師等の円滑な兼職兼業 

〇競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野など、生徒  

の志向等に適したプログラムの確保 

〇休日のみ活動をする場合も、原則として１日の休養日を設定 

〇公共施設を地域クラブ活動で使用する際の負担軽減・円滑な利用促進 

〇困窮家庭への支援 
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１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 
 

 

 Ⅲ 環境整備 

〇まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進 
 

〇平日の環境整備はできるところから取り組み、休日の取組の進捗 

状況等を検証し、更なる改革を推進 
 

〇①市区町村が運営団体となる体制 ②地域の多様な運営団体が

取り組む体制  など段階的な体制の整備を進める 
 

〇令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間として  

地域連携・地域移行に取り組みつつ、地域の実情に応じて可能な

限り早期の実現を目指す 
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１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 
 
 
 

 Ⅳ 大会等の在り方の見直し 

〇大会参加資格を地域クラブ活動の会員等も参加できるよう

見直し 
 
〇できるだけ教師が引率しない体制の整備、運営に係る適正

な人員確保 
 
〇全国大会の在り方の見直し 

 （開催回数の精選、複数の活動を経験したい生徒等のニーズに 

対応した機会を設ける等） 
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１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

 

１ 部活動地域移行の概要 

（４）「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

２ 本市の部活動の現状 

（１）本市の生徒数・部活動数・部員数の推移 

 

〇現在、長崎市３６中学校 約８,３００人が在籍 

〇１８種目の運動部活動 １０種目の文化部活動 

〇約７２％の約６,０００人が部活動に加入 

 

 

 

〇少子化・学校の小規模化が進展 

〇部員不足や、専門的な指導力を有した教職員の減少 

〇これまでのような体制で部活動を継続していくことが困難 

〇これらの課題は学校現場だけで解決することが困難 
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２ 本市の部活動の現状 
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２ 本市の部活動の現状 

（２）学校現場の声（アンケート結果から） 

 

〇部員不足で満足な活動ができない、合同を組まないと大会に参加 

できない。 
 

〇外部指導者の不足と未経験の顧問配置により、専門的な指導を受 

けられない。 
 

〇進学先の中学校にやりたい部活動がないため、他校（私立も含む）

へ進学する生徒がいる。 
 

〇合同チームとして中総体に参加しているが、２校の場所が離れて 

いるため活動が困難である。 
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２ 本市の部活動の現状 

（３）休部・廃部、合同チーム、クラブ化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動部 
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２ 本市の部活動の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動部 
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２ 本市の部活動の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化部 
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２ 本市の部活動の現状 

（４）今後、運営主体となりうる団体 

 

 

〇保護者会 
 
〇各競技団体 

 
〇総合型地域スポーツクラブ 

 
〇民間スポーツ・文化クラブ 
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２ 本市の部活動の現状 

（５）今年度の中総体の現状 
 

中総体に参加している地域クラブ活動等 

（長崎市を拠点として活動） 
 

     ＜市中総体から参加＞         ＜競技団体による県予選会から参加＞ 

〇陸上競技  ２クラブ    〇バレーボール ２クラブ 

〇水泳    １クラブ    〇バドミントン ２クラブ 

〇体操    １クラブ    〇ハンドボール １クラブ 

〇新体操   １クラブ    〇硬式テニス   ２クラブ 

                 〇柔道      ２クラブ 

                 〇空手道         ５クラブ 

             

 計 １９クラブ  


